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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Monthly Report of Meteorological Satellite Center had been distributed by book to

domestic and foreign users since 1978, and contributed to the utilization of Meteorological

Satellite data.

　In recent years, the recording medium technology has developed and most of materials

have become in electronic preservation. With this trend, the Meteorological Satellite Center

(MSC) decided to publish Monthly Report in the CD-ROM instead of in the book.

　This articleintroduces the CD-ROM of Monthly Report and that making system.

１。はじめに

　気象衛星観測月報（以下月報）は、気象衛星による

観測の成果について気象庁内外機関に印刷物として昭

和53年から配付され、気象衛星データの利用に寄与し

てきた。

　近年の資料の電子媒体化を反映し、気象衛星センタ

ーにおいても月報のＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃt　Disk-

Read Only Memory)化か提案され、その内容・発

行部数等の見直しが行われた。

　この検討結果を受け、平成７年度末にＣＤ-ＲＯＭ月

報作成システムが構築され、平成８年７月から業務の

運用が開始された。

　本橋では、月報ＣＤ-ＲＯＭの内容及び月報作成シス

テムとその運用を紹介する。

２。経緯

2.1「気象衛星観測月報検討作業部会」の発足

　近年の計算機・電子媒体の低価格化に伴い、気象衛

星データの利用もパソコン等を中心とした処理が大勢

を占めるようになってきており、これまでのような印

刷物による観測成果の配付では。－ザのニーズに十分

＊　気象衛星センターシステム管理課

(1996年９月９日受付、1996年11月28日受理)

対応しきれない状況となった。

　一方、気象情報部外提供推進委員会（事務局：本庁

企画課）では、平成７年９月、気象衛星観測デヽ-ﾀを

含む気象データの取扱について総括的な方針が議論さ

れた。その中で、印刷物のＣＤ-ＲＯＭ化及びそれに伴

うＣＤ－ＲＯＭによるデータの部内利用と閲覧対応業

務が推進されることとなり、ＣＤ-ＲＯＭ装置を地方気

象台まで展開する計画が策定された。

　このような状況を踏まえ、気象衛星センターでは平

成７年11月、システム管理課長を部会長とする（気象

衛星観測月報検討作業部会パ以下作業部会）を発足さ

せ、月報のＣＤ-ＲＯＭ化を前提に、経費・プロダクト・

配付先・作成システムの整備等について検討すること

となった。

2.2　プロダクトの見直し

　印刷物からＣＤ-ＲＯＭに変わることにより、パソコ

ン等での処理に適した形式にする、ディジタル画像を

掲載するなど、できる限り。－ザのニーズを考慮する

こととし、また、月報発足当時と比ベプロダクトが大

幅に増加していることから、新たなプロダクトの追加

も検討した。新旧月報の内容の比較を図２－１に、CD
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-ＲＯＭ化されるプロダクトの概要を表２－１に示す。　　等を考慮しビデオテープ(ＶＴＲ)用高分解能画像を利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用することとした。さらに索引的な使用が多いことか

2｡2j　数表データの見直し

　数表データをＣＤ－ＲＯＭｨﾋするに当たり以下の点

を考慮しプロダクトを決定した。

　　　①印刷月報に掲載している内容は、過去からの

　　　　継続性を考え原則として引き続き掲載する。

　　　②新規プロダクトについては品質が改善され、

　　　　基本的に統計値として扱えるものを掲載する。

　また、ユーザ側がパソコンのエディタ等で容易に処

理できるよう１ファイルの大きさを50KB程度に抑え

ることとした。

The book of Monthly Report The CD-ROM ofMonthlyReport

Full Disk Earth's Cloud

Image (photograph) 03UTC

Full Disk Earth's Cloud Image (BMP

format) 03UTC十6hourly

／

ゝNephanalysis Cloud Info-

rmation chart (chart)

(stopped)メ

ゝ

(tabularform data)
CloudAmount

Sea SurfaceTemperature

CloudMotion Wind

TOVS VerticalProfileof

Temperatureand Precipi-
tableへAbater

OrbitData

AttitudeData

VISSR Image Data Catalog

(tabular form data)

Cloud Amount

Sea Surface Temperature

Cloud Motion Wind

TOVS Vertical Profileof Temperat-

ure and PrecipitableWater

Orbit Data

Attitude Data

VISSR Image Data Catalog

(tabular form data)

Equivalent Blackbody Temperature

Out-going Longwave Radiation (OLR)

べAbaterVapor Motion Wind

Solar Irradiation

Snow and Ice Index

TOYS Total Ozone Amount

(image data)

Cloud Image of Japan and

Its Vicinity(hourly)

Fig. 2-１　Comparison between contents

　　　　　　ofthe book and the CD-ROM

　　　　　　ofthe Monthly Report

2｡2.2　画像データの見直し

　従来、印刷物の雲画像として、０３ＵＴＣの円形画像

(可視、赤外、水蒸気)を掲載してきた。これらには衛

星データの索引としての重要な役割があり、これを継

続するとともに時間分解能を向上させ、マップタイム

６時間毎十〇３ＵＴＣの円形画像を格納することとした。

　ホスト計算機で作成している円形画像にはいくつか

種類があるが、パソコン等での表示能力及びデータ量

ら汎用のビューワソフトで容易に表示できるよう、ビ

ットマップ形式のデータに変換することとした。

　一方、月報による提供とは別に、昭和62年からフロ

ッピィディスクによるディジタル画像の提供（依頼）

が行われ、地方気象台等で有効に利用されてきたが、

このようなニーズ及び実績を背景に、月報においても

日本付近を切り出した画像を提供することが検討され

た。

　日本付近としてカバーされる領域は30°×30°程度で

ある。この領域であればオリジナルの分解能で約260

KB程度で、これを可視・赤外・水蒸気の３画像につい

て毎時（可視は日中のみ:13枚）作成したとしても１

ヵ月で500MB程度であり、上述の数表データ及び円

形画像のデータと合わせても十分CD - ROM １枚に

収まるデータ量である。この見積もり結果を受け毎時

の日本付近切り出し画像も格納することとした。

　なお、日本付近切り出し画像は独自のフォーマット

であるため、ビューワソフトの作成も同時に行うこと

とした。

　また、日本付近のディジタル画像データを格納する

ことに鑑み、印刷月報に掲載していた雲解析情報図は

ＣＤ-ＲＯＭには収めないこととした。

２。２．３　ドキュメントの見直し

　印刷物からＣＤ-ＲＯＭに変わることに伴い、既存プ

ロダクト・新規プロダクトのドキュメントの見直し／

作成がはかられた。ドキュメントは従来英語だけであ

ったが日本語も追加することとし、ＣＤ-ＲＯＭのデー

タ全般を紹介するＲＥＡＤＭＥを設けることなどが決

定された。

2｡3　配付先の見直し

　媒体が印刷物からＣＤ-ＲＯＭに変わることから、気

象官署当たりの枚数の見直しを行った。また、気象資

料部外提供の方針に基づき国内部外機関には直接配付

せず気象業務支援センターから入手してもらうことと

し、国外に関しては国際協力の観点から引き続き直接

配付することとした。

　プロダクトが固まったこと、気象業務支援センター
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Table 2-1　The satelliteProducts of the CD-ROM of the Monthly Report

Product name

(Image data)

･-一一一一-一一--‘一一一一一一一一

Full Disk

Earth's Cloud

Image

Cloud Image

of Japan and

　　its Vicinity

(Tabular form)

--------'------------

Cloud Amount

Contents

　IRl(infrared) and WV(water vapor):00, 03, 06, 12, 18UTC. VS (visible):

00, 03, 06UTC

　Recorded in Bitmap format of 512 lines by 512 pixels and 256 colors

available in Microsoft ぺA/^indows

　IRl and wv :２４images ａ day (hoｕｒlｙ)

vs :１３images ａ day (21 to ０９ＵＴＣ)

　The images are the digital data extracted from VISSR data covering the

area from 20°Ｎ to 50° N and 120゜Ｅ to 150°Ｅ at every 0.06°lat. by 0.06°Ion.

box and are recorded in an original format of 501 lines by 501 pixels.

　The images can be viewed and analyzed by the Viewer contained in the

CD-ROM.

File size

257KB

X13×31

ニlOlMB/mon

252KB

X61×31

= 465MB/mon.

　5-day mean total cloud amont and uppor cloud amount shown at every 2°

lat. by 2°Ion. box covering the area form 50°Ｎ to 49° S and 90°Ｅ to 17ΓへＶ.

　10-day mean sea surface temperature at grid points arrayed every 1°lat.

and Ion. covering the area form 50°Ｎ to 49° S and 90°Ｅ to 170° へＶ.

　wind data (direction, speed, target cloud top height, brightness tempera-

ture of the target cloud) derived 4 times ａ day (6 hourly) covering the area

from 50°Ｎ to 49゜ S and 90゜Ｅ to 171°Ｅ.

Sea Surface

Temperature

Cloud Motion

へA^ind andへA'^ater

Vapor Motion

Wind

Orbit Data

16KB X 6

＝96KB/ｍｏｎ.

42KB X 3

＝126KB/ｍｏｎ.

Cld 45KB X 31

＝1395KB/mon.

wv 18KB X 31

＝558KB/ｍｏｎ.

13KB/mon.

Attitude Data 14KB/mon.

　Orbital six elements (semi-major axis, eccentricity, inclination, right

ascension of the ascending node, argument of perigee, mean anomaly) of the

satellite,lat. and Ion. of sub-satellitepoint and height of the satelliteabove

the surface of the earth at the epoch of OOUTC determined once ａday by the

statistical determination procedure｡

　The GMS attitude（ｘ and Y direction COS of the spin axis, torque, bias of

the Beta angle, ｘ and Ｙ misalignment, Beta-angle bias spin rate, right

ascension of the spin axis, declination of the spin axis) estimated from

specific landmark locations in the latest several VISSR visible images by

means of ａ statisticalmethod once ａｄａｙ｡

　Data archiving condition of VISSR images on CMT and Micro Film. 12KB/mon.

　5-day mean equivalent blackbody temperature shown at every 2.5°lat. by

2.5°Ion. box covering the area from 50°Ｎ to 50° S and 90°Ｅ to 170° w.

9KB X 6

＝５４ＫＢ／ｍｏｎ．

　5-day mean OLR shown at every 2.5°lat.by 2.5°Ion.box covering the area

from 50°Ｎ to 50°S and 90°Ｅ to 170°w.

9KB X 6

＝５４ＫＢ／ｍｏｎ．

VISSR Image Data
Catalog

Equivalent
Blackbody
Temperature

OLR (Out-going
Longwave
Radiation)

Solar
Irradiation

53KB X 31

＝1643KB/mon.

Snow/Ice Index 18KB X 31

＝558KB/ｍｏｎ.

　Daily data of day-time (20-０９ＵＴＣ)tｏtaldownward solar irradiance at the

surface of the Earth shown at every Ｆ lat. by r Ion. box covering the area

from 60 Ｎ゚ to 60°S and 80 Ｅ゚ to 160°へＶ.

　Daily data of index of the information of the Earth's surface about the

area covering by snow and ice shown at every Ｆ lat. by r Ion. box for the

area from 60°Ｎ to 20°N and 80°Ｅ to 160°ぺＶ.

　Vertical sounding data obtained by processing of the data observed by

TOYS and AVHRR (AdｖａｎｃｅｄVery High Resolution Radiometer) on the

NOAA/TIROS-N polar meteorological satellite of the Ｕ. S. A.

47KB X 3

＝141KB/ｍｏｎ.

TOYS vertical

profile　of　tempera-

ture and precipitable

water

TOYS Total

Ozone Amount

　Day-mean Total Ozone Amount derived from TOVS-HIRS/2 data of

NOAA are shown at every lo lat. by Ｆ Ion. box covering the area of 60°Ｎ

to 10°N and 100°Ｅ to 180 Ｅ゚.

17KB X 31

＝527KB/ｍｏｎ.

File size is an example extracted from Monthly Report of July, 1996.
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への提供を行うこと、さらにプログラム作成及びシス

テム構築のための期間等を考慮し、既存数表データに
３。月報ＣＤ-ＲＯＭの概要

ついては平成８年１月分から、新規数表データ及び雲　　３．１　ＣＤ-ＲＯＭの規格

画像は平成８年７月分からＣＤ－ＲＯＭ化し、CD-

ＲＯＭの配付は平成８年９月開始を目標とすることと

した。

2｡4　月報作成システムの構築

　配付開始時期に間に合わせるよう平成７年12月から

月報作成システムの構築が検討された。

　月報作成処理の基本構想は以下のようなものであっ

た。

　　①ホスト計算機でデータを作成する。

　　②作成されたデータをワークステーションあるい

　　　はパソコンに転送し１ヵ月分以上の　データを

　　　格納する。

　　③月１回ワークステーションあるいはパソコン上

　　　でＣＤ-ＲＯＭを作成する。

　数表データに開しては作成／転送は月１回程度で済

むが、画像データに開しては毎日作成／転送を行う。

特に日本付近画像は１日61画像にもおよぶため自動運

用可能な作成システムを構築する必要があった。

　画像データの自動転送に開してはワークステーショ

ンを使用するのが一般的であり信頼性も高いが、

　　①経費節減を考慮する必要がある。

　　②パソコンであっても業務用サーバーとしての実

　　　績がある。

　　③ホスト計算機にはＴＣＰ／�がサポートされて

　　　おりこのプロトコルでもパソコンと通信が可能。

などの理由からパソコンを選択することとした。

　パソコン本体にはＤＯＳ／Ｖ機を、パソコンのネッ

トワークOSとしてWindow ＮＴ肖を、さらにCD"

ＲＯＭライターを含めたその他の機器についてもこれ

らのハード・ソフトと整合が取れるものを導入するこ

ととした。月報作成システムの構成等については「４．

月報作成システムの概要」を参照願いたい。

　平成８年３月に月報作成システムが構築され、さら

にプロダクト作成のための各種プログラムの作成完了

を受け、平成８年６月からＣＤ一ＲＯＭ化された月報

作成システムの運用が開始された。

-

　ＣＤ-ＲＯＭは、音楽用ＣＤから発展してきたもので、

IS09660、Apple　HFS (Hierar-chical　File Sys-

tｅｍ）、ハイブリッドＨＦＳ-ISOなど幾つかの規格があ

る。月報ＣＤ-ＲＯＭには、国際標準機構（ISO）の標

準規格である、IS０9660を採用した。

　IS０9660規格では、ディレクトリ階層の深さは最大

で８段階（ルートディレクトリを１として）までとな

っている。ファイル管理には３つのレベルがあり、レ

ペル１ではファイル名は英数文字で「名前８文字以

内十ピリオド十拡張子３文字以内」、レベル２及び３で

は、「名前と拡張子の文字数合計が30字以内」に制限さ

れている。月報ＣＤ-ＲＯＭでは、ＤＯＳベースの。－

ザーも考慮し、レベル１の規格を採用した。

　月報ＣＤ－ＲＯＭの原盤は、ＣＤ－Ｒ（Ｃｏｍｐａｃt

Disc-Recordable)にデータを書き込んで作成する。

書き込み方法には、シングルセッションとマルチセッ

ションの２つの種類がある。マルチセッションではそ

れに対応したＣＤ－ＲＯＭドライブが必要となること

を考慮し、月報ＣＤ-ＲＯＭは、一般のパソコンで見ら

れるようシングルセッションを採用した。

　ＣＤ-ＲＯＭの容量は、63分のメディアで約550MB、

74分のメディアで約650MBと、フロッピーディスク

数百枚分に相当する。

　月報ＣＤ－ＲＯＭには74分のメディアを採用するこ

とで、決定された全球雲雨像（13枚／田、毎時の日本

付近切り出し画像（61枚／日）及び数表データの全デ

ータが記録可能となった。

３。２　ディレクトリ構造

　月報ＣＤ－ＲＯＭのディレクトリ構造を図３－１に

示す。

　ディレクトリは大きく５つに分けられ、それぞれド

キュメント(本橋では説明書類の意)、全球雲画像、日

本付近切り出し画像、数表データ及び日本付近切り出

し画像用のビューアソフトを格納した。

　なお、図３－１の中で、ｙｙ、ｍｍ、dd、hhは、それ

ぞれ年、月、日、時(ＵＴＣ)を表す。また、画像デー

タファイルに付けられたｓsはセンサーの種別で、
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ＩＲ：赤外１、ＶＳ：可視、ＷＶ：水蒸気を表す。

　ファイル名の文字数の制約の中で、データの名称、

及び必要な日付（月データには年・月、半句データに

は月・日など）が識別できるように配慮した。

　以下に各ディレクトリについて簡単に記す。

(１)ＤＯＣＵＭＥＮＴディレクトリ

　各衛星観測データ、ビューア及びＣＤ-ＲＯＭについ

てのドキュメントを格納している。

　それぞれ英文と和文で記述しており、拡張子名

ＥＮＧとＪＰＮで区別した。

　英文はASCIIコード、和文はシフトJISコードで

記録した。

(2)IMAGEDK/IMAGEJPディレクトリ

　全球雲画像及び日本付近切り出し画像を格納してい

る。

　日別に画像データを格納するためのサブディレクト

リ（DKdd､JPdd）と、画像の品質情報ファイルを格

納するためのサブディレクトリ（ＤＫＩＮＦ､ＪＰＩＮＦ）が

ある。

　画像の品質情報ファイルには、一部に画像の欠落や

輝度レベルの変動等があるデータ、画像の欠落や輝度

レペルの変動等のある領域が大きな部分を占めるため

削除したデータ、及び欠漏したデータのファイル名を

記している。

　全球雲画像は、Microsoft⑧Ｗｉｎｄｏｗｓ⑧Operat-

ing System用のビットマップ形式で記録しており、

汎用のソフトウェアで表示できる。

　日本付近切り出し画像は、独自のフォーマットで記

録されている。このため、専用のビューアを作成し、

表示できるようにした。

　日本付近切り出し画像のドキュメント（￥DOCU-

ＭＥＮＴ￥￥IMAGEJP.ENG/JPN）に、フォーマットについ

ての簡単な説明を記した。なお、詳細は稲沢（1996）

を参照願いたい。

(３)ＴＥＸＴディレクトリ

　ＴＥＸＴディレクトリには、画像以外の衛星観測デ

ータに対応したサブディレクトリがあり、それぞれ数

表データを格納した。これらのデータは、基本的に従

来の印刷月報に掲載されていた形式をそのままテキス

トファイルにしており、新規プロダクトもそれになら

っている。なお、各データはASCIIコードで記録して

おり、それぞれ汎用のソフトウェアで表示できる。

(４)ＶＩＥＷＥＲディレクトリ

　日本付近切り出し画像は、独自のフォーマットで記

録しており、汎用のソフトウェアでは表示できない。

そのため、専用のビューアを作成し、ＶＩＥＷＥＲディレ

クトリに格納している。

　ＰＣ-9800７゛シリーズ、ＵＮＩＸ⑧、Microsoft⑧Win-

doｗｓ⑧用を揃え、各々のOperating System上で動

作する。それぞれの実行ファイル及び関連するファイ

ル等は、各機種毎に分けられたサブディレクトリに格

納した。外国ューザー用としてＷｉｎｄｏｗs用において

英文版を準備した。

　なお、支援センターを通じて配布されるものには、

Ｗｉｎｄｏｗｓ用のみが含まれている。

Table 3-１　Contents of the Volume Descripter of the CD-ROM

FieldName Contents
Volume Identifier

System Identifier

Publisher Identifier

Data Preparer Identifier

Application Identifier

Application Use

Copyright File Identifier

Abstract File Identifier

Bibliographic File Identifier

MONTHLY REPORT OF MSC

ＣＤ-ＲＯＭべ(VriterDW-S114X

Meteorological SatelliteCenter, Tokyo, Japan

System Engineering Division

GEAR 3.2 for WINDOべNS

README.ENG/TPN

README.ENG/JPN

－53－



ROOT

A change for the CD-ROM of Monthly Report and Monthly Report Making System

DOCUMENT

CLOUD.ENG/JPN

EBT.ENG/JPN

GMSLP98.ENG/JPN

GMSLPU.ENG/JPN

GMSLPW.ENG/JPN

IMAGEDK.ENG/JPN

IMAGEJP.ENG/JPN

OLR.ENG/JPN

README.ENG/JPN

SNOW.ENG/TPN

SOA.ENG/JPN

SST.ENG/JPN

SUN.ENG/JPN

TOVS.ENG/JPN

VSRINF.ENG/JPN

WIND.ENG/JPN

(Documents of Cloud Ａｍｏｕｎt)

(Documents of Equivalent Blackbody Temperature)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtｓof Viewer for ＰＣ-9800 series)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof Viewer for ＵＮＩＸ)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof Viewer for Windows)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtｓof Full Disk Earth's Cloud Image)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof Cloud Image of Japan and its Vicinity)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof ＯＬＲ)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof the ＣＤ-ＲＯＭ)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof Snow and Ice Index)

(Documents of Satellite Orbit/Attitude Data)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof Sea Surface Temperature)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtｓof Solar Irradiation)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtsof TOYS data)

(Documents of VISSR Image Data Catalog)

(Ｄｏｃｕｍｅｎtｓof Cloud and Water Vapor Motion Wind)

IMAGEDK (contains Full Disk Earth's Cloud Images)

レ

レ

レ
」

DKdd

DKINF

JPdd

JPINF

EBT

OLR

SNOW

SUN

WIND

レ

ssmmddhh.BMP

DINFyymm.ENG/JPN

ssyymmdd.Zhh

JINFyymm.ENG/JPN

(Image data of the day'dd')

(Quality Information)

(Image data of the day'dd')

(Quality Information)

CLDmmddH.TXT　（Ｃｌｏｕｄ Amount : the day'dd' of the ｍｏｎth-’ｍ�is the start date of 5-days that the data

　　　　　　　　　　　　　　　areaveraged ｏｖｅｒ）

ＥＢＴｍｍｄｄＨ.ＴＸＴ（ＥＢＴ : the day'" dd' of the month"' nl�is the start date of 5-days that the data are

　　　　　　　　　　　　　　　averagedｏｖｅｒ）

ＯＬＲｍｍｄｄＨ.ＴＸＴ（ＯＬＲ : the day'→dd’ of the month→’ｍ�is the start date of 5-days that the data are

　　　　　　　　　　　　　　　averagedｏｖｅｒ）

SNWmmdd.TXT

SUNmmdd.TXT

(Ｓｎｏｗand Iceｌｎｄｅｘ)

(Orbit Data)

(Attitude Data)

(Sea Surface Temperature : First 10 days of the month' ｍ�)

(ditto: Second 10 days of the month' ｍ�)

(ditto: Remained days of the month' ｍ�)

(Solar Irradiation)

(ＴＯＶＳVertical Profile of Temperature and Precipitable Water : First 10 days of the

　month' ｍ�)

(ditto: Second 10 days of the month' ｍ�)

(ditto: Remained days of the month' ｍ�)

(ＴＯＶＳTotal Ozone Ａｍｏｕｎt)

(VISSR Image Data Catalog :ＣＭＴ)

(ＶＩＳＳＲImage Data Catalog : Micro Film)

(ＣｌｏｕｄMotion Wind)

(Water Vapor Motion Wind)
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IMAGEJP (contains Cloud Images of Japan and its Vicinity)

TＥＸＴ(ｃｏｎtａｉｎｓsatellite observation data in tabular form)

CLOUD

SOA　　　　　ORByymm.TXT　　　二
ATTyymm.TXT

SST　　　　　SSTyymmF.TXT　　　二
SSTyymmS.TXT

　　　　　　　　SSTyymmT.TXT

TOYS　　　　TVSyymmF.TXT

　　　　TVSyymmS.TXT

　　⊇

TVSyymmT.TXT

　　　　OZNmmdd.TXT

VSRINF　　VCMTyymm.TXT　　　　　Ｏ

ＶＰＩＣｙｙｍｍＴＸＴ

　　　WINCmmdd.TXT二WINWmmdd.TXT

VIEWER (contains the Viewer)

98UTL (Executable version and additional filesforＰＣ-9800series)

UNIXUTL (Executable version and additional filesforＵＮＩＸ)

WINUTL (Executable version and additional filesfor Windows)

ENG (English edition)

JPN (Japanese edition)

＊Ｓｏｍｅcontents of the volume are different from that issued by Meteorological Business Support Center

Fig. 3-1　Directory Structure of the CD-ROM of the Monthly Report



気象衛星観測月報のＣＤ-ＲＯＭ化及び作成システムについて

3.3　著作権表示

　月報ＣＤ－ＲＯＭには、衛星観測データだけではな

く、画像を表示するためのソフトウェアも含まれてい

る。また、計算機上での利用が主になることから、気

象衛星センターでは月報の著作権を明示することとし

た。気象庁の「ＣＤ-ＲＯＭ及びその解説書等に記載す

る著作権表示について」を参考に、カバーの解説書及

びＣＤ-ＲＯＭ内のＲＥＡＤＭＥファイルに著作権を記

載した。

　ＣＤ-ＲＯＭのボリューム記述子についても、気象庁

の「ボリューム記述子のフィールドの内容について」

を参考に、表３－１のように記載した。

　また、ソフトウェア会社の製品名等をドキュメント

や解説書の中に記載しているが、各社への問合せやガ

イドラインを参考にして、その商標及び登録商標を表

示した。

　ビューアソフトについては、機能向上のための変更

を、利用者への断りなく行うことがあり、ソフトウェ

アに対する個別相談には、基本的に応じないことを明

記した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　main-frameside

　TC 0 1

M-1600/2

　I PO 1

M-1600/10R

　TC 0 2

M-1600/2

I PO 2　J

M-1600/lOR

-

(data making)

Figure　４

４。月報作成システムの構成

　月報作成システムの全体構成を図４－１に示す。ホ

スト計算機側でデータの作成／転送、パソコン側で

ＣＤ-ＲＯＭの作成を担っている。

4.1　ホスト計算機側の構成

4.1.1　既存資源の活用

　月報作成システムのうちホスト計算機に係る部分は

図４－１の編みかけの部分であり、トランシーバーを

除き既存の資源を活用している。

　データの作成を主に画像二次系で、データの転送を

画像三次県で行っている。このため各県からアクセス

可能な全県共用DASD (Direct　Access　Strage

Device)に各プロダクトに応じた月報データファイル

が割り付けられている。

　また、月報画像（円形／日本付近画像）を１日１回

CMT (Cartridge Magnetic Ｔａｐｅ）に吸い上げてい

るが、このＣＭＴはMTL (Magnetic　Tape

Library)に格納されており自動的にマウント／デマ

personalcomputerside

Monthly Report making system

(data archive)

　I PO 3

距16卯/1ひR

LANC -■－S－－≪∩

Tranciever　: l

TSS-LAN

－

－

｜

SCSI

1 GB HDD

SCSI

PC hard specify (principally)

　CPU　:　Pentium R (133MHz)
　MEM　:　48 MB (including 32MB extended memory)

　HDD : 3.6 GB (including 2GB extended disk)

Installed software (principally)

　Microsoft Windows MTTM Server v3.51

　WSMGR V3.1
　Microsoft Visual（ｙv2.0

Page Printer

CD-ROM writer

ﾆコニ］

□・‥・□

づ
○

Configuration　0 f　Monthly　Report　making　system
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ウントされる。

　月報データのうち最も問題となる画像データに問し

ては、作成（画像二次系）／転送（画像三次系）とも運

用スケジューラ（ReSOCS II）の機能を使用し自動処

理されている。

4｡1.2　ホスト計算機とパソコンとの接続

　ホスト計算機にはTISP（ＴＣＰ/�Support Pack-

age)と呼ばれるＴＣＰ/�サポートプログラムが動い

ており、このプログラムを介してＴＣＰ/�でパソコン

と通信を行っている。

　ホスト計算機はいくつかＬＡＮを持っているが、こ

のうち画像データの処理にはFDDI (Fiber　Data

Distoributed Interface) -LANを使用している。し

OSが十分機能するようメモリを48MBに拡張すると

ともに、月に１度ＣＤ-ＲＯＭを作成することから２ヵ

月分以上の月報データを格納できるよう内蔵ハードデ

ィスクも増設している。

　ソフトウェアとしては、通信制御サービスを介して

ホスト計算機と連携処理を行うＷＳＭＧＲ（ワークス

テーションマネージャ）を導入し、TSS端末としての

機能も実現させている。またMicrosoft Visual Ｃ＋＋

⑧を導入しビューワソフト等の開発ができるようにし

ている。いずれもWindows NT 配下で動作するもの

である。

　なおプリンタについてもWindows ＮＴ対応のペ

ージプリンタを選択している。

かしＦＤＤＩはlOOMbpsと高速であるためパソコンで　　4.2.2　CD-ROMライタ

は処理しきれない。このためホスト計算機とパソコン

との接続はイーサネットＬＡＮであるTSS-LAN

(画像三次系に接続されている)を介して行われてい

る。

　パソコン側のネットワークOSとしては、ＵＮＩＸ⑧、

OS／2o、NetWareR、Windows NT 等が候補とし

て上がったが、パソコン上での負荷、対応するCD-

ＲＯＭライティングソフトの有無、市場動向等を加味

した結果Windows ＮＴが採用された。

　ホスト計算機、パソコン両者ともサーバー／クライ

アントのどちらにもなり得るが、パソコン側のOS

　ＣＤ-ＲＯＭライタは価格、実績、倍速以上の対応、

Windows NT 対応等を考慮し、また、ライティング

ソフトの機能としてIS０9660フォーマット対応、マル

チセション対応、書き込みテスト可能等を条件とした。

この結果、Windows NT 対応のライティングソフト

を有しているＰＩＯＮＥＥＲ社のDW-S114Xづを導入

している。なお、バッファ方式の書き込みであること

からバッファデータ（イメージデー夕あるいはバーチ

ャルＣＤ－ＲＯＭとも称している）格納用として1GB

の外付けハードディスクも用意している。

(ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ)上ではスケジューリング機能の構築　4.2.3　ファイル構成

が容易ではなく、また24時間パソコン上でプログラム

を動かし続けることはメインフレームあるいはワーク

ステーションと比べた場合のハード面でのリスクが増

大する。このために、運用スケジューラを有するホス

ト計算機（画像三次系）をクライアント、パソコンを

サーバーという関係にし、ホスト計算機側からアクシ

ョンをかけ、パソコンのハード面のリスクの軽減をは

かっている。

４。２　パソコン側の構成

4.2.1　パソコン

　OSがWindows　ＮＴであることからパソコンは

Pentium ｏ 133MHz のＣＰＵを搭載したDOS/V

機であるＦＭＶ-5133T3を導入している。また、この

-

　パソコン側のハードディスクは３種類あり、標準搭

載1.6GBのものをＣドライブ、増設内蔵２ＧＢのもの

をＤドライブ、増設外付け１ＧＢのものをＥドライブ

に設定している。

　Windows NT は、ＭＳ-ＤＯＳのファイルシステム

であるＦＡＴ（ＦｉｌｅＡ11０cation Ｔａｂｌｅ）もサポート

するが、ＮＴＦＳ（Ｎｅｗ Technology File System)

という独自のファイルシステムも有している。このフ

ァイルシステムは本来ファイルの共有・セキュリティ

の面で利用価値の高いものであるが、本システムでは

これらの機能を特に使用せず、圧縮機能を利用する観

点からＮＴＦＳを取り入れている。

　ＤドライブがＮＴＦＳとなっており、ホスト計算機

で作成されたデータは全てこのＤドライブに転送さ
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れる。ディレクトリ構成は基本的には図３－１のCD-

ＲＯＭのものと同様であるが、容量が２ＧＢとCD-

ＲＯＭの倍以上あることから、ＤＯＣＵＭＥＮＴ及び

ＶＩＥＷＥＲを除いたディレクトリ（データ格納ディレ

クトリ）をＤＡＴＡ（奇数月）、ＤＡＴＢ（偶数月）とい

うように２ヵ月分用意している。

　ＣドライブはＦＡＴシステムで、主にＤドライブの

１ヵ月分のデータのバックアップとして使用している。

ＥドライブもＦＡＴシステムであるが、ＣＤ-ＲＯＭラ

イタにSCSIで接続されておりＣＤ一ＲＯＭ作成時の

バッフア領域として使用されている。

５。月報データの処理

　月報ＣＤ－ＲＯＭが作成され。－ザに届くまでは以

下のような手順を踏む。

　①画像データの作成／転送（ホスト計算機処理）

　②数表データの作成及び転送（ホスト計算機処理）

　③円形画像のビットマップ変換（パソコン処理）

　④原盤ＣＤ-ＲＯＭの作成（パソコン処理）

main-frame

Processd

　VISSR

Original
　VISSR

Original

products

IP02 logical system

　text:5.1.1

Image data

back up

(daily;auto)

DK* mage

making

(6 hourly)

(daily;auto)

JP” image

making

( hourly )

(daily;auto)

text:5.2.1

Tabular

form data

making

(ｍｏｎthlyor

　daily;auto)

＊:disk　　………………
木＊:JapaneseRegion

　　　　　　Figure　5

　⑤プレス

　⑥送付

　①～④が本システムにかかる処理であるが、これら

のうちスケジュール処理しているのは①及び②の一部

のみである。②の転送の部分はホスト計算機処理では

あるが、月報担当者によるマニュアル処理となってい

る。

　⑤～⑥については業者に委託して行っており、最終

的に月報ＣＤ－ＲＯＭが。－ザの手元に届くまでには

１ヵ月半程度を要する。

　図５－１に月報データの処理概要を示す。

5｡1　画像データの作成／転送

　月報用の画像データとして、円形、日本付近の２種

類の画像を作成している。この両画像のデータ量は１

ヵ月分で600MBとＣＤ-ＲＯＭの大半を占める。また

両者を合わせると１日あたり70個を超える画像を作成

することになり障害があった場合の復旧作業も容易で

はない。また画像三次系は保守・障害でシステムが停

IP03 logical system

text:5.1.2
＼

　DK image

(00,03,06,

12,18 )

JP image

(00～23)

Tabular

form

data

DK image

FTP

(daily;auto)

JP image
FTP

(daily;auto)

text:5.2.2

Tabular

form

data

(monthly;manual)

PC

▽∇ニコ
　　ｱﾌ
　／

／

　　text:□几…………

⑤

↓
tex t:5.4

①
　(monthly;manual)

text:5.5.1
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text:5.5.2

＼
、

ノ
○

＼コ
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Concept ion　0 f　Monthly　Report　data　process ing
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止することがある。

系で行っている。

これらを考慮し、作成は画像二次　　19～２０ＵＴＣ帯に、16～２３ＵＴＣ分までを翌日の01

ＵＴＣ帯に作成している。

　転送は、TSS-ＬＡＮが接続されている画像三次系

でしか処理できない。

　作成／転送とも運用スケジューラ配下で自動処理さ

れている。

5｡1.1　画像データの作成

(1)円形画像の作成

　従来の印刷物としての雲画像に代わるものとして、

円形高分解能画像を利用している。高分解能画像自体

はホスト計算機側の雲解析、写真作成等の業務のため

に作成されているもので、標準VISSRと呼ばれる加

工されたVISSRデータを入力とし同一プログラムで

各業務に応じたサンプリングで作成されているもので

ある。

　本業務で使用するのはＶＴＲ用の円形高分解能画

像であるが、画像自体はワークステーションに転送後

消えてしまうこと(上書きされる)、可視の画像は作成

していないことの２点から、独自に月報用として同様

の画像を作成している。

　作成プログラムはJP(Job Pｒｏｃｅｄｕｒｅ)として手順

化され、画像二次系のデイリスケジュール表配下で自

動起動される。 00～０６ＵＴＣ分までを１０ＵＴＣ帯に、12

及び１８ＵＴＣ分を２２ＵＴＣ帯に作成している。

(2)日本付近画像の作成

　ディジタル画像処理というニーズに答えるために、

円形画像とは別にオリジナルVISSRデータから日本

付近を切り出したディジタル画像を毎時作成している。

切り出し範囲は、20°Ｅ～50°Ｎ、120°Ｅ～150°Ｅの領域

で、画像サイズは501ライン×501ピクセルである。

　オリジナルVISSRデータから切り出すプログラム

は、従来から行われているフロッピィディスクによる

データ提供用に使用されていたものをベースに作成さ

れたものである。プログラムの詳細については稲沢

(1996)を参照願いたい。

　円形画像同様、作成はJPとして手順化され画像二

次系のデイリスケジュール表から自動起動される。 24

時間分を一度に作成するとVISSRファイルの競合が

起きるため２グループに分け、00～１５ＵＴＣ分までを

(3)VISSR欠潮時への対応

　円形、日本付近の両画像ともVISSRデータが基本

でありVISSR集信が欠漏となった場合を考慮してお

く必要がある。

　このために、食・太陽妨害時の予定欠漏の場合はあ

らかじめ作成処理を起動しないようにしている他、障

害欠漏の場合は出力ファイルの先頭レコードに特定の

データ（ＮＵＬ）を詰め込み処理を異常終了させオペレ

ータに障害の旨を通知するようにしている。なお、後

の転送処理では、この特定のデータを認識した場合は

実処理をせず正常終了し余分なオペレーション（障害

報告作成等）をなくしている。

(4)画像のバックアップ

　作成処理を起動する前に前日分の画像データを

ＣＭＴに扱い上げている。この扱い上げ処理が異常の

場合作成処理は超勤されない。

　先に述べたとおり画像データは多量である。　１ヵ月

分の画像データがパソコンに格納されるが、CD-

ＲＯＭを作成する前にシステムに障害が発生した場合

の損失は極めて大きくその復旧も容易ではない。この

ためにホスト計算機側で毎日画像データのバックアッ

プをとり、システムに障害があった場合このバックア

ップＣＭＴから画像データを復元／転送するように

している。なお、バックアップＣＭＴは、奇数月・偶

数月の２巻をテンポラリとして使用する。

5｡1.2　画像データの転送

(1)転送用SYSIN作成

　転送の際、相手ホスト名だけでなく、転送先のディ

レクトリ名及びファイル名を定義しなければならない。

特にファイル名に関しては、部外ューザ等を考慮し観

測時刻と合致させておく必要がある。このためこれら

の名前は画像データに依存するようにしており、転送

ステップを起動する前に画像データを読み込み転送先

の情報を決定する処理を行っている。

　具体的には、画像データの先頭レコードにあるデー

タの日時、センサ識別を読み込みパソコン側のファイ
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ル名、ディレクトリ名を以下のように決定している。

DATa　　　ＩＭＡＧＥＤＫ－~－DKddづsmmddhh. DSK
　－　　－~　①犬　　　②　　②③　　④⑩③⑦

　　　IMAGEJP―TPddづsvvmmdd. ZhhEJP－づPdd¬-ssyymmdd. Zhh
－~　　　－
②　　②③　　④⑤⑥③　⑦

　①データの月が奇数月なら‘Ａ’、偶数月なら‘Ｂ’

　②円形（ＤＫ）／日本付近（JP）の区別（プログラム

　　入力パラメタより決定）

　③データの目付

　④センサ識別（ＶＳ､ＩＲ､ＷＶ）

　⑤データの年

　⑥データの月

　⑦データの時間帯（撮像開始時刻からhhを算出）

　この処理は１時間帯毎に該当するセンサの数（昼間

なら３、夜間なら２）だけ行われ最終的に以下のよう

な内容のSYSINデータが作成される。

　阿PC（KGTBFTPO）A（‘US50.FTP. ATTR')……FTP　コマンドの開始

　HOST MNTRPT　　　　　　　　　　　……ﾎｽﾄﾎｽﾄ名の指定

SEND IN(‘TSTl.VMkksHHA.DATA')

　　　OUT(‘DづDATa賃IAGEkk/kkdd/ss～')　　－

　　　TYPE(BINARY)SYN UNIT(SYSDA汗OL(ｖolume)-

　　　DISP(SHR)

ﾌｱ仏

の送信

END　　　　　　　　　　　　　　　FTPコマンドの終了

　以上のSYSINデータ作成が正常に終了した後、業

務用画像データセットをワーク用画像データセットに

コピーし、一般ューザジョブである転送処理が画像デ

ータをアクセスできるようにしている。

　なお、画像データの先頭レコードがＮＵＬデータの

場合画像データ欠漏と見なし何の処理も行わない。

(2)転送処理

　上記で作成されたSYSINを元にバッチ処理とし

てのＦＴＰを行う。この際に展開されるＪＣＬは以下の

とおりである。

　//US50nnnJOB acct,CLASS＝B,MSGCLASS＝Ｘ,～

　//MRFSEND EXEC PGM=KEQEFT01,REGION=1364Ｋ

　//STEPLIB DD DSN=MSC1.LINKLIB,～

productname
data making

data transmitting
making interval operation* number of file/month

Cloud Amount

Sea Surface Temprature

Cloud Motion Wind and べAbater

Vapor Motion Wind

Orbit Data

Attitude Data

VISSR Image Data Catalog

TOYS Vertical Profile of Tempe-

rature and Precipitableべ/Vater

Equivalent Blackbody Temperature

OLR(Out-going Longwave Radiation)

Solar Irradiation

Snow/Ice Index

TOYS Titak Ozone Amount

I/month

I/month

I/month

I/day

I/day

I/month

1/month

I/month

I/month

I/day

I/day

I/day

manual exec.

manual exec.

manual exec.

auto exec.

auto exec.

manual exec.

manual exec.

manual exec.

manual exec.

autoexec.

autoexec.

autoexec.

7 (5-day mean data)

3 (10-day mean data)

7 (daily data)

1 (monthly data)

1(monthly data)

1(monthly data)

3(10 day data)

7 (5-day mean data)

7(5-day mean data)

31 (daily data)

31 (daily data)

31 (daily data)

1/month

1/month

1/month

I/month

I/month

1/month

I/month

I/month

1/month

2/month

2/month

2/month

＊:This operation means Job Procedure exectuion.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table5-1　Tabular form data processing
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//SYSTSPRT DD ＳＹＳＯＵＴ＝・

//SYSTSIN DD ＤＳＮ＝TST1.BMFTPSIN.ＤＡＴＡ，ＵＮＩＴ＝

　SYSDA,～

//

　ここでSYSTSINは上述のSYSINファイルであ

る。

　スケジュールデータに現れるジョブ文にはｿ/OO'と

いう形式の業務用ューザIDを使用するのが通常であ

るが、ＦＴＰの場合以下のような問題を抱えている。

　①ＦＴＰをバッチジョブとして処理する際アトリビ

　　ュートファイル（転送先のパソコンで動作する為

　　の。－ザIDやパスワードが登録されている）が

　　必要。

なくなる。これを回避するためにジョブ出力結果をダ

ンパ（ジョブ出力結果を特殊な形式で磁気テープに吸

い上げる機能で通常メッセージクラスＤ、Ｅのものが

対象）に吸い上げシステムから消去するようにしてい

る。具体的には、メッセージクラスを通常使用しない

クラスの‘Ｘ’と定義し、転送処理の前にジョブ出力ク

ラスを‘Ｘ’から‘Ｄ’に変更するコマンドを発行しダン

パに吸い上がるようにしている。

　なお、本処理で使用しているプログラム‘KE-

QEFTOrはTSSコマンドをバッチ処理として発行

するためのものである。従ってＦＴＰコマンドが正常

に発行されればその後のＦＴＰ処理自体が失敗したと

してもプログラムは正常終了してしまう。

②このアトリビュートファイルの名前ぱ。－ザ　　５．２　数表データの作成／転送

　ＩＤ．ＦＴＰ．ＡＴＴＲ'という形をとり、ューザIDは

　そのジョブューザIDでなければならない。

③よって本来であればｿ/00.ＦＴＰ.ＡＴＴＲ'という

　アトリビュートファイルができることになるので

　あるが、ｿ/OO'のプリフィクスを持つファイルは

　ホスト計算機では許可されていない。

④業務用ューザID以外にも同等の資格を持つ特殊

　ューザIDがあるが、これらは保守・管理用であり

　数表データの作成は基本的に月処理であり、他の統

計処理との競合を避けるためにスケジュール化してい

ない(日単位データを除Ｏ。また、転送も基本的に月

処理であり画像データと比べるとファイル数も極めて

小さいため月報担当者によるバッチ処理の形をとって

いる。表５－１に数表データの作成／転送処理一覧を

示す。

業務にはなじまないだけでなくシステムの運用に　　5.2.1　数表データの作成

　　悪影響を及ぼす可能性がある。

　⑤センタルーチンの改修を行うのは現段階では極め

　　て困難。

　⑥一方でホスト計算機からＦＴＰを行う業務が他に

　　もある。

　これらを解決するために、通常使用されることのな

い大きい番号の一般ューザIDを利用することとなり、

ューザ管理者により‘Ux50'～‘Ux59'がＦＴＰ専用

ューザIDとして定義された。このうち月報データ用

ＦＴＰューザとしでUS50'が割り当てられている。

　ここで問題となるのはホスト計算機のセンタルーチ

ンである。センタルーチン規約の１つとして一般ュー

ザジョブは出力結果も含めシステム上に存在できるの

は10個までという制限がある。しかし転送は１ファイ

ル毎に行うため４～５時間分処理するとジョブ出力結

果が簡単に10個を超え新たなUS50ジョブが処理でき

-

　月報数表データは、基本的にはホスト計算機側で作

成されたプロダクトを１ヵ月単位で累積あるいは統計

処理したものである。しかし、１ファイルの大きさを

50KB程度に制限していること、ューザから見て日単

位の方が有効と判断されることなどの理由から日毎に

作成しているものもある。

　作成プログラムは各プロダクト毎に独自に作成した

ものであり、月報データ作成JPとして手順化され、月

１回マニュアルで処理されている。但し日処理の軌

道／姿勢・全天日射量・雪水域・オゾン全量に関して

は、通常プロダクト作成JPの中に月報データ作成ス

テップを追加することで対処している。

5｡2.2　数表データの転送

　上述のように作成はJP起動の形で行われる。しか

し転送は月報担当者によるマニュアル処理（バッチ処
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理）の形を取っている。これは、①画像データと異な

り数表データの場合転送は即時性を有さない、②オペ

レータサイドからは転送処理異常を検知しにくい

(5.1.2 (2)参照）などの理由による。

転送処理は通常月１回であるが、日処理で作成されて

いるものについては半月単位で月２回転送している。

　画像データの場合と同様にＦＴＰにぱUS50'の。

－ザIDを使用するため、ＦＴＰの前に、‘scHrのプ

リフィクスを持つ業務用データセットを‘ＴＳＴｎ’の

プリフィクスを持つワークデータセットにコピーし、

‘US50'でアクセスできるようにしている。

　なお、マニュアル処理に使用するＪＣＬは、日、半

句、句、月のデータ期間単位で一括処理できるように

記述されている。

5｡3　円形画像のビットマップ変換

　ホスト計算機で作成された円形画像データ（以下元

画像と略記）は記録形式が特殊なため、専用のビュー

蒸気では253階調、可視では64階調の画像ということに

なる。

　元画像には画種・撮像時刻などの画像に関するデー

タを格納した３ライン分の領域があるが、変換時にこ

の部分を削除するため、ＢＭＰ画像の大きさは、512ピ

クセル×512ラインとなる。

　また、海岸線の円形画像への書き込みも変換時に行

っている。海岸線は、判別し易く、しかも画像が見づ

らくならないような線色を選択している。なお、赤道

及び緯経度線は、画像が煩雑になることから書き込ん

でいない。

　ビットマップ変換ソフトの実行時、丙種名(ＩＲ､ＶＳ、

ＷＶ)・人力元ファイル名(￥DAT ・￥IMAGEDK

￥DKdd￥ssmmddhhバ)SK)・出力先ファイル名(¥DAT ・

￥IMAGEDK￥DKdd￥ssmmddhh.BMP)を入力する。拡張子

をＤＳＫかヽらＢＭＰに変更することで、汎用ビューア

ソフトで表示し易いようにしている。

アソフト等が無ければパソコンで表示することができ　　5.3.2　ビットマップ変換作業

ない。このため、パソコン上で、転送された元画像を

Ｗｉｎｄｏｗｓ用ビットマップ形式の画像（以下ＢＭＰ画

像と略記）に変換している。

　Windows用ビットマップ形式に変換することによ

り、国内・国外を問わず、多くの種類のパソコン上で

汎用のビューアソフトにより容易に表示できるように

なるため、画像の利用範囲が広がる。

5｡3.1　ビットマップ変換ソフト

　ビットマップ変換ソフトは、Microsoft Visual Ｃ＋＋

を用いて作成されている。

　変換ソフトの機能の概略は次のとおりである。

　ホスト計算機から転送される元画像は、赤外１及び

　変換作業は、月に１回全ての月報用円形画像データ

が揃った段階で行う。

　ビットマップ変換ソフトは基本的に１画像づつ変換

するが、暦・ディレクトリ名を記憶しビットマップ変

換ソフトを自動的に呼び出す別のソフトが作成されて

おり、１ヶ月分の画像のビットマップ変換を一度に行

っている。

　なお、障害特等を考慮し、処理月、ファイルの入力

元・出力先を変更できるようになっている。

　　月報作成システムの環境では、画像１枚当たりの処

理時間は約２秒であり、１ヶ月分約400枚の画像の処理

には15分弱かかる。

水蒸気では256階調の輝度値、可視では64階調の輝度値　　５､４　ＣＤ-ＲＯＭの作成

を持つ512ピクセル×515ラインの画像である。また、

ＢＭＰ画像は１ピクセル当たり８ビット(256色）構成

のWindows用ビットマップ形式であり、元画像の輝

度値をＢＭＰ画像の対応するピクセルに、ほぼそのま

ま割当てている。ＢＭＰ画像の256色の内、３色を海岸

線などの描画用として確保しているため、残りの253色

で画像を表現している。従って、厳密には赤外１・水

　月報ＣＤ～ＲＯＭの原盤は、ＣＤ－Ｒ（書き込み可能

なＣＤ）にデータをＣＤ-ＲＯＭライタで書き込むこと

で作成する。

　ＣＤ-ＲＯＭ原盤の作成について、その概念図を図５

－２に示す。

　作成手順は、最初にバーチャルボリュームを新規作

成し、バーチャルボリューム上にトラックを作成する
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　Create ａ new empty virtual volume and select

the data capacity of itけ74min. (650MB)).

　Create ａtrack on the new Virtual Volume and

select the track type (＝ISO).

　Select track contents by using べA^indowsFile

Manager to drag and drop file/directoriesto

the GEAR Working window and edit them by

creatingａ new directory,renaming ａ file/direct

ory, deleting selected files/directories,etc..

　Verify the time, date, and size of each file

in the track and createａ physical volume.

　べA^riteto ａ CD-R disk on ａ test mode.

　　　　　　　　　　　　　　↓

　Write actually to the CD-R disk.

　　　　　　　　　　　　　　↓

　OriginalCD-ROM of the monthly Report ismade.

Fig. 5-２　Schematic flow of making process of

　　　　　　theoriginal CD-ROM

(或いは、既存のバーチャルボリュームを開Ｏ。

　次に、トラックを編集し月報ＣＤ-ＲＯＭと同一内容

のデータセットを作成し、ＣＤ-Ｒへ書き込む。

　以上の操作は、ライティングソフトを用いて行う。

５。４．１　ライティングソフトの概要

　ライティングソフトとして、Elektroson、Inc.の

GEAR (Multi-OS Desktop ｖｅｒsｉｏｎ）を使用して

いる。このソフトはWindows　ＮＴをはじめ、

Windows95、OS/2、Mac OS 等のOSに対応してい

る。取扱うことのできるＣＤ－ＲＯＭの規格は、

IS０9660（レペル３まで対応）、ＣＤ－ＤＡ（音楽用

ＣＤ）、CD-ROM XA （画像ファイルと音声ファイル

つものには、有効である。

５。４．２　バーチャルボリュームの作成

　ＣＤ－Ｒヘデータを書き込む時は、データがCD R

に適合する形式に変換されている必要があり、あらか

じめデータを変換したファイルを作成する。このファ

イルをＧＥＡＲでは、バーチャルボリュームと呼んで

いる。

　作成作業は、バーチャルボリュームを新規作成し、

容量（74分）を設定する。次に、バーチャルボリュー

ムに新規トラックを作成し、タイプ（ISO）を指定す

る。また、あらかじめ保存してあるバーチャルボリュ

ームを使うこともできる。

　なお、作業領域として、書き込まれるデータと同容

量の領域（約600MB）を必要とするので、ハードディ

スクの容量は、十分大きくなければならない。本シス

テムでは、１ＧＢの外付ハードディスクを設けている。

　トラックは、ＣＤ-ＲＯＭの記録単位の一つで、月報

ＣＤ-ＲＯＭでは、１本のトラック（容量650MB)に全

てのデータを記録し、一度に書き込んでいる。

５。４．３　トラックの編集

　トラックを、月報ＣＤ-ＲＯＭと同一内容となるよう

に編集する。

　編集作業は、Windows NT のファイルマネージャ

を用いて、ハードディスクなどの他の記憶装置から必

要なデータをドラッグ＆ドロップする。或いは、

GEARのメニューによりファイル・ディレクトリを削

除・名称変更したり、ディレクトリを新規作成するこ

とにより行う。

を取り扱える）などでありマルチセッション（追加記　　5.4.4　ＣＤ-Ｒへの書き込み

録の出来る方式）にも対応している。

　GUI (Graphical User Interface)を採用している

ため、基本的にマウスのみで操作ができ、Windows

ＮＴのファイルマネージャを使用したファイル指定

等も可能である。

　また、一連の操作をログファイルとして記録するこ

とにより、操作を自動化することもできる。この機能

は、月報のように毎月決まったディレクトリ構造を持

　ＣＤ-Ｒへ書き込む前に、データをフィジカルボリュ

ームに変換する必要がある。この変換動作を書き込み

と同時に行うと、データ転送速度が低下するため、書

き込みの前にバーチャルボリュームからフィジカルボ

リュームヘ変換する。

　次に、テストモードでの書き込みを行う。テストモ

ードでは、ＣＤ-ＲＯＭライタのレーザーの出力が絞ら

れるためＣＤ-Ｒヘデータを書き込むことはないが､そ
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れ以外の動作は実際の書き込み時と同じであり、処理

時間、負荷等のシステムの性能を確認でき、書き込み

の失敗によるＣＤ-Ｒの無駄を防ぐことができる。

　テストモードが正常に終了した後、通常モードでの

書き込みを行い、ＣＤ-ＲＯＭ原盤が完成する。

５。５　プレス及び配布

5.5.1　プレスエ程

　１枚のＣＤ－ＲＯＭ原盤から、225部の複製を作成す

る必要があり、この工程は業者へ委託している。業者

では、ＣＤ-ＲＯＭ原盤からマスターディスクをおこし、

プレスにより複製を作成する。

　ＣＤ-ＲＯＭレーベル面やカバー・解説書の印刷、プ

ラスチックケースヘの収納も合わせて委託している。

　ＣＤ-ＲＯＭ原盤を受渡してから、月報の複製が納入

されるまで、１ヶ月程度かかる。

５。５．２　配布

　納入された月報ＣＤ-ＲＯＭを、気象官署等へ毎月配

布する。

　なお、今後ＣＤ-ＲＯＭ出版物の納付が義務化される

ことを考慮し、国立国会図書館へも配布する。

　こうして、ＣＤ-ＲＯＭ原盤の作成から１ヶ月半程度

で、月報ＣＤ-ＲＯＭが利用者のもとに届けられる。従

来の印刷月報では、２ヶ月分まとめて配布していたこ

６。おわりに

　以上、月報のCD ROMｨﾋと月報作成システムにつ

いて紹介してきた。作成システムの一番の特徴は、当

センクーでの業務としては初の［ホスト計算機直結パ

ソコン］システムであるということである。ホスト計

算機と通信させるような場合ワークステーションを導

入するのが通例であるが、システム構築から半年経て

も大きな問題もなくパソコンで処理されている。扱う

データがパソコンになじむものということもあるが、

このことは「計算機のライトサイジング」の一端を現

していると言える。今後マルチメディアを対象とした

システムが導入・検討されていくものと思われるが、

本システムがその際の参考になれば幸いである。

　また、当センタの月報作成業務についても多少なり

とも紹介できたものと思う。印刷物として今まで国内

外に300部発行されていたことを意外と知らない方も

おられたのではなかろうか。今回のＣＤ-ＲＯＭ化で今

まで以上に当センターの重大なプロダクトとしてクロ

ーズアップされるものと思われる。

　最後になるが、本システムの構築・運用に際し、月

報データ作成業務担当者の方々には度重なるプログラ

ム修正等のご協力を頂いた。また、元解析課・内藤さ

んには本システムを構築するに当たり多大なアドバイ

スを頂いた。ここに改めて感謝する次第である。

ともありヽ利用者の手元に届けられるまでに２ヶ月半　　参考文献

から４ヶ月程度を要していたが、この期間が短縮され

ることになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲沢　智之（1996）:［ＧＭＳ高分解能画像データの地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方官署への提供について］気象衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星センター技術報告第31号、27～32
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